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行政イノベーションワーク
ショップ・シンポジウムを
開催しました
～ OECD 行政イノベーション研究所（OPSI）が来日～
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新川は江戸時代に行徳の塩を運ぶ「塩の道」として利用
され、沿川には味噌や醤油を売る店が立ち並び賑わい
を見せていました。現在は両岸の遊歩道に桜を植栽し、
江戸情緒あふれる水辺として人々を楽しませています。

行政イノベーション
ワークショップ・シンポジウムを
開催しました
～ OECD 行政イノベーション研究所（OPSI）が来日～

東京都江戸川区

特集

地方のかがやき

MIC NEWS 01
３月１日（金）から３月７日（木）まで
春季全国火災予防運動を実施します！
この機会に防火への意識を高めましょう

MIC NEWS 05

公害苦情の受付件数は前年度に続き減少
～令和４年度公害苦情調査結果概要～

MIC NEWS 03
「郵便局」、「市町村」、「行政評価局（行政相談）」が三位一体となって地域活性化
「郵便局を活用した地方活性化方策検討ＰＴとりまとめ」
における行政相談の取組
MIC NEWS 04

令和７年１月からサービス産業動態統計調査が
新たに始まります

MIC NEWS 02

消防団員として活動してみませんか？

MIC NEWS 06

総務省広報ポリシーを策定しました
MIC NEWS 07

広報チェックシートのご紹介
マイナンバーカードの活用事例を紹介！
石川県珠洲市

自
分
の
手
で
生
み
出
し
、

提
供
す
る
農
業
で

多
く
の
人
を
幸
せ
に
し
た
い

三重県　志摩市

高橋奎介さん
●令和４年 11月着任　●大阪府出身

　志摩市は幼少期から父の仕事の関係でよく訪れていたので、馴染みがありました。以前は海外で生活していましたがコロナが流行したことにより、これから何をしていくか改めて考えたとき、もともとものづくりが好きだったこと、自分が作ったもので誰かが幸せになる事にやり甲斐を感じ、思い出のある志摩市でいちご農家になりたくて、地域おこし協力隊に応募しました。

　何も不便なく、
とても過ごしやす

い

まちです。農園や
近所にお住まいの

皆

さんも朗らかで、
みんなで助け合い

な

がら生活している
感じがします。余

っ

た野菜やお米、魚
を届けてくださっ

た

り、シェアする文
化は都会にはあま

り

ない素敵なところ
だと思います。

今まで関わった人達、これから関わ
る

人達が幸せになる仕事をするのが目
標

です。「おいしかった、また食べたい
」、

一日の中で小さな幸せを感じてほ
し

い、そのきっかけが僕が作るいちご
で

ありたいと思っています。レッドパ
ー

ルはいちごの中でも特に生産量が少
な

い品種の一つなので、栽培方法をし
っ

かりと身につけ、地域の人たちから
愛

されるファームを持ちたいと考えて
い

ます。

　志摩市の特産品であるいちごの
「レッドパール」と、干し芋の「きんこ」
の原料となる隼人芋栽培、加工の担い
手となるため赴任先の農園で活動して
います。現在はいちご収穫体験がス
タートしており、日々来場されるお客
さまにおいしいいちごを提供できるよ
う栽培、調整し、他にもいちご農家に
なるための必要な技術や知識をファー
ムの皆さんから学んでいます。

地域おこし協力隊に応募したきっかけは ?

志摩市は
どんなところですか？

今後の目標は？
地域おこし協力隊として
どんな活動を
していますか？

Q

Q

Q Q

表 紙 の 写 真>> >>

地域を変える新しい力

地域おこし地域おこし
協力隊協力隊

地域おこし協力隊として
活躍する皆さんに、

地域での活動や生活の様子
などをうかがいます。

Vol.12

地域おこし協力隊とは、都市地域から人口減少や高齢化等の進行が著しい地域に移住して、地域ブランドや地場産品の開発・販売・PR 等の地域おこし支援や、農林水産
業への従事、住民支援などの「地域協力活動」を行いながら、その地域への定住・定着を図る取組です。隊員は各自治体の委嘱を受け、任期は概ね 1年以上、3年以内です。
総務省では、隊員数を令和 8年度までに 10,000 人に増やすという目標を掲げており、この目標に向け、地域おこし協力隊等の強化を行うこととしています。
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ド
ラ
イ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
が
多
い
の
も
志
摩
市
の
特
徴
。
愛

車
で
ド
ラ
イ
ブ
も
高
橋
さ
ん
の
息
抜
き
の
ひ
と
つ
。

いちごハウスで作業中の高橋さん。立ち仕事も
体力に自信があるので苦ではないとか。

高橋さんの自宅近くの海。天気がいい日は、仕事終わりに夕日を眺めに。

サーフィンスポットでもある国分浜。休日に愛犬と散歩に出かける。
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「
行
政
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で

は
、
各
府
省
等
の
若
手
職
員
41
名
が
参
加
し
、
日
本

で
の
行
政
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
た
め
の
課

題
や
機
会
に
つ
い
て
検
討
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

総
務
省
は
、（
一
社
）
行
政

情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
所
と
共
同

で
、 

２
０
２
３
年（
令
和
５
年
）

11
月
29
日
（
水
）
お
よ
び
30
日

（
木
）
の
２
日
間
、
東
京
都
千

代
田
区
に
お
い
て
、「
行
政
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
お
よ
び
「
行
政
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
お
よ
び

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
行
政
の
革

新
的
な
取
組
に
関
し
て
国
際
的

な
ハ
ブ
機
能
を
担
っ
て
い
る
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
行
政
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

研
究
所
（
Ｏ
Ｐ
Ｓ
Ｉ
）
か
ら
、

マ
ル
コ
・
ダ
リ
オ
所
長
ら
が
来

日
さ
れ
た
の
に
合
わ
せ
、
開
催

し
た
も
の
で
す
。

　

総
務
省
は
、
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
を
契
機
に
Ｏ
Ｐ
Ｓ
Ｉ
と
の
連

携
も
深
め
、
行
政
に
お
け
る
時

代
に
即
し
た
変
革
の
活
性
化
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

特集特集 行政イノベーションワークショップ・
シンポジウムを開催しました

～ OECD 行政イノベーション研究所（OPSI）が来日～

行政イノベーションワークショップ・シンポジウムを開催しました

2023 年（令和 5 年）
11 月 29 日（水）
行政イノベーション
ワークショップ

グループワーク１「日本の行政イノベーションに関する取組のマッピング」

2023 年（令和 5 年）
11 月 30 日（木）
行政イノベーション
シンポジウム

●基調講演
　「世界における行政イノベーションの現状とより良い行政を形成するための役割」
　講師：マルコ・ダリオ　氏（OECD 行政イノベーション研究所所長）
　　　：アンジェラ・ハンソン　氏（OECD 行政イノベーション研究所イノベーションリーダー）
●グループワーク
　グループワーク１：日本の行政イノベーションに関する取組のマッピング
　グループワーク２：日本の行政イノベーションにおける成功要因と障壁
　グループワーク３：日本の行政イノベーションにおけるギャップと機会

●基調講演
　「行政イノベーションのためのキャパシティビルディング」
　講師：マルコ・ダリオ氏（OECD 行政イノベーション研究所所長）
●パネルディスカッション
　「VUCA時代に求められる人材」
　パネリスト　：マルコ・ダリオ　氏（OECD 行政イノベーション研究所所長）
　　　　　　　：城山　英明　氏（東京大学教授）
　　　　　　　：伊藤　かつら　氏（人事院人事官）
　モデレーター：深谷　健　氏（津田塾大学教授）

シンポジウムにおけるパネルディスカッションの様子

グループワーク１で使用したワークシート

ワークショップの様子

行
政
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

　グループワーク１では、参加者
の日頃の担当業務に関連して、直
近に国内の行政で実施されていた
イノベーションの事例を書き出し
た上で、それらがどのような性質
のイノベーションとして位置づけ
られるか、ワークシート上へのマッ
ピングを実施しました。
　また、マッピングした結果を踏
まえて意外だった点はどこかなど
について、グループごとに議論を
し、発表を行いました。

講評するアンジェラ・ハンソン　氏
（OECD行政イノベーション研究所イノベーションリーダー）

グループワークの様子（画像は一部加工）

ワーク内容の例
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マ
ル
コ
・
ダ
リ
オ
所
長
に
よ
る
基
調
講
演
は
、
行

政
の
変
革
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
の
重
要
性
と
課
題

を
掘
り
下
げ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
直
面
す
る
困
難

と
、
そ
の
成
功
の
鍵
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ダ
リ
オ
氏
は
、
ま
ず
、
行
政
の
革
新
性
が
行
政
に

対
す
る
国
民
の
信
頼
向
上
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
を
示
唆
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
無
償
介
護
従
事
者

問
題
へ
の
取
組
や
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
税
務
行
政
シ

ス
テ
ム
の
革
新
事
例
な
ど
を
挙
げ
、
行
政
の
革
新
的

な
取
組
が
い
か
に
社
会
課
題
に
効
果
的
に
対
応
し
、

国
民
生
活
の
改
善
に
資
す
る
か
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
世
界
各
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
例
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
分
析
を
も
と
に
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
落
と
し
穴
」
に
言
及
し
、
非
有
機
的
・
散
発
的
取

組
、
ヒ
ー
ロ
ー
精
神
に
基
づ
く
孤
軍
奮
闘
、
科
学
よ

り
も
芸
術
と
し
て
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
重
視
の
傾
向

な
ど
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
志
向
型
」「
先
見
型
」

「
適
応
型
」「
改
善
志
向
型
」と
い
う
４
つ
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
類
型
を
挙
げ
、
行
政
に
お
け
る
「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
言

及
し
ま
し
た
。

　

ダ
リ
オ
氏
は
、
最
後
に
、
Ｏ
Ｐ
Ｓ
Ｉ
が
開
発
し
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
診
断
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
紹

介
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
①
動
機
付
け
、
②
許
容
性
、

① 

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
の
人
材

　

ま
ず
、
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
の
公
共
セ
ク
タ
ー
に
お
け

る
人
材
に
求
め
ら
れ
る
資
質
や
ス
キ
ル
に
つ
い
て
考

察
さ
れ
ま
し
た
。
ダ
リ
オ
氏
は
適
応
力
や
柔
軟
性
を
、

城
山
教
授
は
多
様
な
未
来
を
想
像
す
る
能
力
を
、
伊

藤
人
事
官
は
個
人
の
学
習
能
力
と
社
会
関
係
資
本
の

重
要
性
を
そ
れ
ぞ
れ
強
調
し
ま
し
た
。

② 

組
織
文
化
・
環
境

　

次
に
、
行
政
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
組
織
文
化
に
着

目
し
ま
し
た
。
伊
藤
人
事
官
は
デ
ジ
タ
ル
変
革
の
進

行
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
話
し
、
城
山
教
授
は
ジ
ェ

ネ
ラ
リ
ス
ト
と
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
バ
ラ
ン
ス
の
重

要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。
ダ
リ
オ
氏
は
組
織
文
化
の

変
革
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
強
調
し
ま
し
た
。

③
実
現
能
力
、
④
成
果
の
認
知
の
４
要
素
を
、
個
人
・

組
織
・
シ
ス
テ
ム
の
各
階
層
に
お
い
て
総
合
的
に
高

め
る
こ
と
で
、
体
系
的
か
つ
持
続
可
能
な
形
で
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
で
き
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

本
講
演
は
、
政
策
立
案
者
や
公
共
セ
ク
タ
ー
の

リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、

国
民
の
信
頼
を
築
く
た
め
の
重
要
な
示
唆
と
実
践
的

な
指
針
を
提
供
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

③ 

他
セ
ク
タ
ー
と
の
協
働

　

さ
ら
に
、
公
共
セ
ク
タ
ー
と
他
セ
ク
タ
ー
と
の
協

働
の
重
要
性
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
城
山
教
授
は
多

様
な
ア
ク
タ
ー
を
繋
ぐ
能
力
の
重
要
性
、
伊
藤
人
事

官
は
多
様
性
と
共
感
力
を
、
ダ
リ
オ
氏
は
政
府
の
エ

コ
シ
ス
テ
ム
内
で
の
役
割
を
そ
れ
ぞ
れ
強
調
し
ま
し

た
。
そ
の
上
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
長
期
的
な

構
築
に
つ
い
て
討
論
が
行
わ
れ
、
城
山
教
授
は
適
度

な
距
離
の
保
持
、
伊
藤
人
事
官
は
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル

を
利
用
し
た
関
係
構
築
、
ダ
リ
オ
氏
は
継
続
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
重
要
性
に
言
及
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
に
続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、深
谷
健
氏
（
津
田
塾
大
学
教
授
）

に
よ
る
モ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
下
、
マ
ル
コ
・
ダ
リ
オ

氏
、
城
山
英
明
氏
（
東
京
大
学
教
授
）
お
よ
び
伊
藤

か
つ
ら
氏（
人
事
院
人
事
官
）に
よ
り
、Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ（
変

動
性
、
不
確
実
性
、
複
雑
性
お
よ
び
曖
昧
性
）
と
い

わ
れ
る
時
代
の
公
共
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
人
材
・
組

織
に
焦
点
を
当
て
た
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
、

組
織
文
化
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
落
と
し
穴
へ
の
対

応
に
関
す
る
貴
重
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ダ

リ
オ
氏
は
リ
ス
ク
を
取
る
こ
と
を
容
認
す
る
文
化
の

重
要
性
、
伊
藤
人
事
官
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
学
習

文
化
の
強
化
、
城
山
教
授
は
前
提
を
疑
う
態
度
と
外

部
機
関
と
の
連
携
の
必
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

本
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
公
共
セ
ク
タ
ー
の

リ
ー
ダ
ー
や
実
務
家
に
と
っ
て
、
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
に

お
け
る
適
切
な
戦
略
と
ア
プ
ロ
ー
チ
を
模
索
す
る
た

め
の
貴
重
な
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ

の
よ
う
な
対
話
を
通
じ
て
、
公
共
セ
ク
タ
ー
が
変
化

に
対
応
し
、
変
革
を
推
進
す
る
た
め
の
方
法
を
探
求

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

シンポジウムの模様
《
基
調
講
演
》

行
政
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

《
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
》

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
に
求
め
ら
れ
る

人
材
・
組
織

シンポジウムの当日の模様は、総務省動画チャンネルにも掲載しています。 
https://youtu.be/2fTVoc5KuEE

マルコ・ダリオ　氏（OECD行政イノベーション研究所所長）

挨拶する長谷川総務大臣政務官

伊藤　かつら　氏（人事院人事官）

城山　英明　氏（東京大学教授）

深谷　健　氏（津田塾大学教授）

特集 行政イノベーションワークショップ・シンポジウムを開催しました
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小岩菖蒲園小岩菖蒲園
地元の人から寄贈されたハナショウブを
もとに区が庭園を整備、昭和 57 年に開
園した。５月から６月にかけて開花する。

初夏に約 5 万本の花菖蒲が咲き誇る

共
生
社
会
「
と
も
に
生
き
る
ま
ち
」
を
目
指
す

先
端
技
術
と
下
町
情
緒
が
共
存
す
る
ま
ち

江
戸
川
区 

東
京
都

古川親水公園／
新左近川親水公園

古川親水公園／
新左近川親水公園

古川親水公園は全国
の親水公園のモデル
となった。令和元年
６月にカヌー場が設
けられた新左近親水
公園は春には桜やバ
ラが咲き誇る。

  水

遊びができる公園が区内23か所も！

小松菜小松菜将
軍・

徳川吉宗が命名した江戸川区発祥の野
菜

都内の生産の約４割を担う名産地。徳川幕府
８代将軍・吉宗が鷹狩の際、小松川で献上さ
れ、地名から小松菜と命名されたと伝わる。

Edogawa
City
人　口：689,961 人
　　　　（令和６年 1 月1日現在）
面　積：49.09㎢
区の花：ツツジ
区の木：クスノキ
URL 
https://www.city.edogawa.tokyo.jp

住み続けたい
まちづくりを

　都会にありながら水とみどり豊かで四季折々の花にあふれ
る本区は、地域のおまつりで賑わい、特色ある公園や施設が充
実しています。令和5年11月には「魔女の宅急便」の作者であ
る児童文学作家・角野栄子さんの世界観を伝える「魔法の文学
館」がなぎさ公園の展望の丘にオープンしました。「えどがわ
50の子育てプラン」を展開し、子育て施策が充実しているのも
特長です。下町人情溢れる江戸川区の魅力をさらに磨き上げ、
住み続けたいと思っていただけるまちづくりを進めています。

江戸川区長　斉藤 猛

　

小
岩
あ
さ
が
お
市
や
浅
間
神
社
の
幟
ま

つ
り
な
ど
の
行
事
、
江
戸
扇
子
や
江
戸
風

鈴
の
工
芸
が
大
切
に
伝
承
さ
れ
、
江
戸
情

緒
が
息
づ
く
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

　

水
や
緑
に
親
し
め
る
環
境
が
あ
る
う
え
、

都
心
に
近
く
、
さ
ら
に
充
実
し
た
区
の
子

育
て
支
援
も
あ
り
、
若
い
世
代
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
。
ま
た
Ｉ
Ｔ
技
術
者

の
多
い
イ
ン
ド
人
な
ど
４
万
人
以
上
の
外

国
人
が
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
江
戸

川
区
で
は
、「
と
も
に
生
き
る
ま
ち
(共

生
社
会
)」
を
目
指
す
ま
ち
の
姿
と
し
た

取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
川
区
は
東
京
都
の
東
端
に
位
置
し
、

西
は
荒
川
と
中
川
、
東
は
江
戸
川
と
旧
江

戸
川
、
南
は
東
京
湾
に
接
し
て
い
ま
す
。

日
本
初
と
さ
れ
る
古
川
親
水
公
園
な
ど
水

辺
を
利
用
し
た
憩
い
の
場
が
多
く
設
け
ら

れ
て
お
り
、
公
園
の
総
面
積
は
東
京
都
23

区
の
う
ち
最
大
で
す
。

　

農
業
産
出
額
も
23
区
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、

発
祥
の
地
と
さ
れ
る
小
松
菜
の
ほ
か
、
あ

さ
が
お
や
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
な
ど
の
花
き
類

の
出
荷
量
も
多
く
、「
東
京
の
花
ど
こ
ろ
」

と
称
さ
れ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は

恒
例
の
「
花
の
祭
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

江戸扇子／江戸風鈴江戸扇子／江戸風鈴
元禄年間に京都から伝わったとされる竹
と和紙で作られる江戸扇子、ガラスの風
鈴などの工芸品が区内で作られている。

今に伝える伝統工芸品の数々公
園
の
総
面
積
は
東
京
23
区
で
最
大

水
辺
の
景
観
に
親
し
め
る「
東
京
の
花
ど
こ
ろ
」

魔法の文学館
(江戸川区角野栄子児童文学館)

魔法の文学館
(江戸川区角野栄子児童文学館)

児童文学作家で、
『魔女の宅急便』
の作者として知ら
れる角野栄子さん
の世界観を表現し
た文学館。ライブ
ラリーには児童書
や絵本が約 1万冊。

子どもたちに児童文学の楽しさを！

栃錦像栃錦像第44代横綱の功績を称える

名横綱・栃錦清隆は小岩
村（現・江戸川区南小岩）
生まれ。技の栃錦、力の
若乃花と称され、栃若時
代を築いた。JR 小岩駅
に等身大の像が。

善養寺影
よ う

向
ご う

のマツ善養寺影
よ う

向
ご う

のマツ樹

齢 600 年を超える国指定天然記念物

善養寺境内のクロ
マツ。枝ぶりが広
く、東西約31m、南
北約28m。繁茂面
積は日本一とされ
る。影向とはこの
世に現れた神仏の
仮の姿のこと。

金魚のふるさと金魚のふるさと
江戸川区はかつて奈良
県の大和郡山市、愛知
県の弥富市と並ぶ金魚
の三大生産地とされた。
今も毎年7月に「金魚
まつり」が開催される。

三大生産地の伝統を受け継ぐ

江戸川区
花火大会
江戸川区
花火大会歴

史と伝統の宗家花火鍵屋が打ち上げ

全国有数の約 1 万 4,000 発を江戸川河川敷で打ち上げる夏の風物詩（千葉県市
川市と同時開催）。令和６年は８月 24 日（土曜日）に開催。
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江戸川区の取組

01
来
庁
不
要
の
区
役
所
に
向
け
た

メ
タ
バ
ー
ス
区
役
所
の
試
み

Ｄ
Ｘ
の
取
組

申
請
手
続
が
で
き
る
メ
タ
バ
ー
ス
区
役
所

の
実
証
実
験
を
始
め
ま
し
た
。
聴
覚
な
ど

の
障
害
を
持
つ
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
始

め
、
将
来
的
に
は
す
べ
て
の
課
で
対
応
す

る
計
画
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
し
、
ひ

き
こ
も
り
に
よ
る
社
会
的
な
孤
立
を
防
ぐ

「
オ
ン
ラ
イ
ン
居
場
所
」
事
業
を
年
６
回
、

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
に
Ｄ
Ｘ
推
進
指
針
を
策
定
、

「
ひ
と
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
で
誰
も
が

暮
ら
し
や
す
い
江
戸
川
区
」を
掲
げ
、Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
な
ど
を
活
用
し
、
様
々
な

Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
取
組
の
1
つ
が

「
来
庁
不
要
の
区
役
所
」
で
す
。
電
子
申

請
化
や
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
を
推
進
し
て
お

り
、
昨
年
９
月
か
ら
仮
想
空
間
で
相
談
やオンラインとリア

ル会場で同時開催
した「オンライン
居場所」。これま
で４回開催し、延
べ93名が参加。

 PCなどを使いア
バターとして仮想
空間に入り、音声
やチャットで仲間
とやりとりする。

現実の庁舎を模したメタバース区役所の外観
(右上)と総合窓口(右下)、相談スペース(左上)。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

　

世
界
の
人
々
が
目
標
と
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
達
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
区
が
目
標
と

す
る「
と
も
に
生
き
る
ま
ち
(共
生
社
会
)」

を
実
現
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、

令
和
３
年
度
は
「
知
る
・
理
解
す
る
」、

令
和
４
年
度
は
「
行
動
を
通
し
て
理
解
を

深
め
る
」、
令
和
５
年
度
は
「
行
動
を
習

慣
に
す
る
」
と
年
度
ご
と
で
テ
ー
マ
を
決

め
、
区
民
や
事
業
者
と
共
に
様
々
な
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

毎
年
９
月
25
日
か
ら
の
約
２
か
月
間
は

推
進
月
間
（
シ
ー
ズ
ン
）
と
位
置
づ
け
、

日
本
最
大
級
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
祭
典

「
東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
企

画
・
運
営
す
る
株
式
会
社
Ｗ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
事
業
を

集
中
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
10
月
に
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
プ

リ
ｅ
ｉ
ｔ
ｏ（
エ
イ
ト
）」を
リ
リ
ー
ス
し
ま

し
た
。「
こ
ま
め
に
シ
ャ
ワ
ー
を
止
め
る
」

「
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
ち
歩
く
」
と
い
っ
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
や
Ｃ
Ｏ
２
(二
酸

化
炭
素
)の
削
減
に
つ
な
が
る
行
動
の
実

績
を
表
示
で
き
る
ア
プ
リ
で
す
。

江戸川区の取組

02
区
独
自
の
10
の
行
動
を
ま
と
め
、

専
用
ア
プ
リ
を
リ
リ
ー
ス

江戸川区 SDGs オリジナルシン
ボルマーク。

令和３年度からの３か年で、知る
ことから始め、行動を習慣化する
ことを目指した。

江戸川区の取組

03
都
内
初
の
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
開
設
、

カ
ー
ボ
ン
・
マ
イ
ナ
ス
都
市
を
宣
言

気
候
変
動
へ
の
対
応

わ
気
候
変
動
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
区
民
会

議
）」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
脱
炭
素
の
取
組
と
し
て
、
令
和

５
年
２
月
に
は
２
０
５
０
年
を
め
ど
に
区

内
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
量

を
上
回
る
吸
収
量
を
実
現
す
る
と
い
う

「
カ
ー
ボ
ン
・
マ
イ
ナ
ス
都
市
宣
言
」
を

表
明
し
、
区
民
向
け
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
者

向
け
セ
ミ
ナ
ー
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
補

助
金
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
川
区
は
陸
域
の
７
割
が
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
で
あ
り
、
気
候
変
動
の
影
響
を

真
っ
先
に
受
け
る
地
域
で
す
。
気
候
変
動

対
策
を
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
て
い
た
だ

く
た
め
、
令
和
３
年
に
全
庁
を
横
断
す
る

体
制
の
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
を
都
内

で
初
め
て
設
置
す
る
と
と
も
に
、
環
境
部

に
気
候
変
動
適
応
課
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
気
候
変
動
適
応
計
画
を
策
定
す

る
に
あ
た
り
、
区
民
に
も
対
策
を
検
討
し

て
も
ら
お
う
と
無
作
為
抽
出
し
た
中
か
ら

参
画
を
希
望
し
た
14
名
に
よ
る
「
え
ど
が

東京五輪・パラリ
ンピックで使用し
た燃料電池車を5
台購入、公用車に。

区役所の屋上で
大気中のCO2濃
度を測定し、区
のHPで公開し
ている。

太陽光発電で運転、浄化処
理可能な自己完結型トイレ
を東部交通公園に設置。

区民会議の提案でポータブル蓄
電池の補助金制度ができた。

令和5年10月、葛西臨海
公園で第３回「SDGs FES 
in EDOGAWA supported 
by TGC」を開催。

ユーザーの獲得した SDGs 
経験値に応じて画面の木が
成長する「eito（エイト）」。

緑化を進める区の姿勢に共感したア
イドルグループのV6が寄贈したなぎ
さ公園のオリーブ「ブイロクの木」。

令和４年度に「SDGs えどがわ10 の行動」
として簡単にできる身近な行動をまとめた。

東京都 江戸川区
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3 月 1 日（金）から 3 月 7 日（木）まで

春季全国火災予防運動を
実施します！
この機会に防火への意識を高めましょう

MIC NEWSMIC NEWS

01消防団員として
活動してみませんか？

MIC NEWSMIC NEWS

02
　
　

　
　
　

　

令
和
４
年
中
の
火
災
に
よ
る
総
死
者
数

は
1
４
５
２
人
で
、
こ
の
う
ち
、
住
宅
火

災
に
よ
る
死
者
数
は
９
７
２
人
と
全
体
の

約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
を
減
ら

す
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
一
人
ひ
と
り
が

生
活
の
中
で
防
火
意
識
を
高
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

消
防
庁
で
は
、
本
年
３
月
１
日（
金
）か

ら
７
日（
木
）ま
で
の
７
日
間
、
春
季
全
国

火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
今
回
の

火
災
予
防
運
動
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
の
更
な
る
促
進
を
は
じ
め
と
す

る
「
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
」、「
林
野
火

災
予
防
対
策
の
推
進
」
を
最
重
点
項
目
と

し
て
実
施
要
綱
に
定
め
て
い
ま
す
。

　

家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
に
つ
い
て
は
、
火
災
予
防
運
動
期

間
中
に
点
検
を
実
施
し
、
故
障
や
電
池
切

れ
が
見
つ
か
っ
た
場
合
は
、
必
ず
機
器
を

交
換
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
電
子

部
品
の
劣
化
な
ど
に
よ
り
火
災
を
感
知
す

る
機
能
が
低
下
し
て
い
る
お
そ
れ
も
あ
る

た
め
、
設
置
後
10
年
を
目
安
に
本
体
の
交

換
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

毎
年
千
人
近
く
の
方
が

住
宅
火
災
の
犠
牲
に

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
ポ
ス
タ
ー

全
国
統
一
防
火
標
語
ポ
ス
タ
ー

２０２３年度
全国統一防火標語

火
を
消
し
て 

不
安
を
消
し
て 

つ
な
ぐ
未
来

住宅防火対策の推進

製品火災の発生防止に
向けた取組の推進

乾燥時および強風時の
火災発生防止対策の推進

地震火災対策の推進

林野火災予防対策の推進

多数の者が
集合する
催しに対する
火災予防指導
などの徹底

放火火災
防対策の
推進

特定防火対象物
などにおける
防火安全対策の
徹底

最 重 点 項 目

重 点 項 目

●定期的な作動確認

※1  住宅用火災警報器の電池の寿命の目安は約10年とされています。
警報器の作動確認は、春秋の火災予防運動の時期に行うなど、
定期的に実施してください。

※2  故障か電池切れか分からないときは、取扱説明書を確認するか、
メーカーにお問い合わせください。なお、電池切れと判明した
警報器が設置から10年以上経過している場合は、本体内部の
電子部品が劣化して火災を感知しなくなることが考えられるため、
本体の交換を推奨しています。

点検ボタンを押すか点検ひもを
ひっぱり、定期的（※1）に作動確
認をしましょう。

作動確認をしても警報器に反応が
なければ、本体の故障か電池切れ
です（※2）。警報器の本体または
電池を交換しましょう。

●古くなったら交換
火災警報以外の警報が鳴った場合

本体の故障か電池切れです（※2）。
警報器本体を交換しましょう。

住宅用火災警報器（住警器）の
維持管理について

総務省消防庁予防課　
TEL：03-5253-7523（火災予防運動について）　
https://www.fdma.go.jp/mission/prevention/prevention001.html

お問い合わせ先

　

消
防
団
員
は
、
普
段
は
他
の
本
業
を
持

ち
な
が
ら
地
域
の
安
心
・
安
全
の
確
保
の

た
め
に
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
精
神
に
基
づ
き
活
動
し

て
い
る
、
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員

で
す
。

　

災
害
現
場
に
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
、
消

火
は
も
と
よ
り
、
住
民
の
避
難
誘
導
、
安

否
確
認
、
救
助
活
動
な
ど
を
行
う
一
方
、

平
時
に
お
い
て
も
、
火
災
予
防
や
応
急
手

当
の
普
及
啓
発
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
消
防
団
員
の
精
力
的
な
活

動
に
は
、
地
域
住
民
か
ら
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
地
域
の

安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、
消
防
団
員
と

し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

な
お
、
入
団
に
当
た
り
、
特
別
な
資
格

や
免
許
な
ど
は
不
要
で
あ
り
、
試
験
も
あ

り
ま
せ
ん
。ま
ず
は
、消
防
団
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　　  平常時の活動　　　  災害時の活動

火災が発生した際は、自宅や職場から
現場へ駆けつけて、消火活動や消防隊
員の後方支援など、その場に応じた活
動を行います。

地震や風水害などといった自然災害が
発生した際は、地形や道路網、世帯状
況などを熟知した消防団員が消防隊員
と協力して救助・救出活動を行います。

台風や集中豪雨などによる河川の氾濫
や堤防の決壊に備え、土のう積みなど
の水防活動を迅速に行い、地域の被害
軽減に努めます。

地域を災害から守るためには、住民の
防災意識の向上が不可欠です。このた
め、火災予防や防災に関する啓発など
を積極的に行っています。

住民がいざというとき、急病やケガに
対応できるよう、ＡＥＤの使い方をは
じめとした応急手当の普及啓発を実施
しています。

一人暮らしの高齢者などの住宅に訪問
し、防火啓発を行っています。

消火
活動

防災啓発
活動

救助
活動

救命
講習会

水防
活動

住宅防火
訪問

消防団入団促進広報の実施

ショートドラマ
「My 消防団 Diary」＆

メイキング映像
「今田消防団出動！人と
街を守るスキルを学べ！」

公開中！

消防団 検 索

詳しくは、消防団
オフィシャルウェブ
サイトをご覧ください

「消防団広報＠総務省消防庁」
（＠FDMA_SYOBODAN）を開設しました！
全国の消防団に関する広報活動について
情報発信します！

「＃消防団広報」
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「郵便局」、「市町村」、「行政評価局（行政相談）」が
 三位一体となって地域活性化
「郵便局を活用した地方活性化方策検討
 ＰＴとりまとめ」における行政相談の取組

MIC NEWSMIC NEWS
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総
務
省
で
は
、
あ
ま
ね
く
全
国
に
拠
点

が
存
在
す
る
郵
便
局
の
強
み
を
活
か
し
た

地
方
活
性
化
を
進
め
る
た
め
、「
郵
便
局

を
活
用
し
た
地
方
活
性
化
方
策
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
に
お
い
て
検
討
を
行

い
、
令
和
５
年
３
月
、
そ
の
具
体
的
な
方

策
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。 

　

そ
の
方
策
の
一
環
と
し
て
、
行
政
評
価

局
（
行
政
相
談
）
が
提
案
し
た
新
た
な
取

組
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
窓
口
や
地
域
の

拠
点
と
し
て
の
郵
便
局
、
地
域
の
実
情
に

精
通
し
た
市
町
村
、
地
域
に
根
ざ
し
た
行

政
相
談
委
員
及
び
行
政
相
談
の
更
な
る
連

携
を
図
り
、
郵
便
局
の
強
み
を
生
か
し
て
、

行
政
を
め
ぐ
る「
埋
も
れ
た
お
困
り
ご
と
」

を
発
掘
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
課
題

解
決
を
通
じ
て
地
方
の
活
性
化
を
目
指
す

と
い
う
も
の
で
す
。 

　

具
体
的
に
は
、地
域
の「
埋
も
れ
た
お
困

り
ご
と
」
を
行
政
相
談
に
つ
な
ぐ
仕
組
み

と
し
て
、郵
便
局
、地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
、

市
町
村
、
行
政
相
談
委
員
等
か
ら
構
成
さ

れ
る
懇
談
会
を
開
催
す
る
も
の
で
、
構
成

メ
ン
バ
ー
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
地
域
の
行
政

課
題
に
つ
い
て
認
識
を
共
有
し
、
協
働
し

て
課
題
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
取
組
で
す
。

　

令
和
６
年
１
月
ま
で
に
、
全
国
で
３
回

開
催
し
た
懇
談
会
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

全
国
で
最
初
の
懇
談
会
は
、
令
和
５
年

６
月
28
日
、
四
国
行
政
評
価
支
局
と
愛
媛

行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
が
愛
媛
県

宇
和
島
市
で
開
催
し
、
宇
和
海
郵
便
局
長

な
ど
３
局
長
、地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
）、
宇
和
島
市
職
員
、
宇

和
島
市
担
当
の
行
政
相
談
委
員
、
総
務
省

職
員
が
参
集
し
ま
し
た
。
懇
談
会
冒
頭
に

は
、
宇
和
島
市
が
地
元
の
長
谷
川
総
務
大

臣
政
務
官
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

宇
和
島
市
の
懇
談
会
で
は
、
①
平
成
30

年
西
日
本
豪
雨
の
際
に
必
要
な
物
資
が
避

難
所
に
行
き
渡
ら
な
か
っ
た
体
験
か
ら
、

郵
便
局
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
物

資
の
備
蓄
・
販
売
の
提
案
、
②
イ
ノ
シ
シ

等
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
が
多
発
し
て

い
る
問
題
と
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
漁
網

が
大
量
に
保
管
・
放
置
さ
れ
処
分
に
困
っ

て
い
る
と
い
う
課
題
を
、
漁
網
を
自
治
体

が
引
き
取
り
鳥
獣
害
防
護
ネ
ッ
ト
と
し
て

活
用
し
て
い
る
県
外
の
例
を
参
考
に
解
決

で
き
な
い
か
な
ど
、
宇
和
島
市
な
ら
で
は

の
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
懇
談
会

後
、
愛
媛
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

が
、
関
係
者
と
協
議
、
試
行
を
重
ね
な
が

ら
、
現
実
的
な
解
決
に
向
け
て
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

地
域
の「
埋
も
れ
た
お
困
り
ご
と
」

の
発
掘
と
解
決
支
援

愛
媛
県
宇
和
島
市
に
お
け
る
懇
談
会

動
き
始
め
た

「
地
域
の
お
困
り
ご
と
解
決
に
向
け
た
郵
便
局
等
と
の
懇
談
会
」

1

愛媛県宇和島市における懇談会の模様

　

２
番
目
の
懇
談
会
は
、
令
和
５
年
９
月

27
日
、
関
東
管
区
行
政
評
価
局
と
新
潟
行

政
評
価
事
務
所
が
新
潟
県
三
条
市
で
開

催
し
、
三
条
井
栗
郵
便
局
長
な
ど
３
局

長
、
三
条
市
職
員
、
三
条
市
担
当
の
行
政

相
談
委
員
、
総
務
省
職
員
が
参
集
し
ま
し

た
。
三
条
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
道
の
駅
「
漢
学
の
里
し

た
だ
」
な
ど
、
多
彩
な
地
域
の
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
が
参
加
し
、
さ
ら
に
は
滝
沢
三
条
市

長
と
国
定
前
三
条
市
長
（
現
環
境
大
臣
政

務
官
）
の
出
席
と
挨
拶
も
あ
り
ま
し
た
。

　

三
条
市
の
懇
談
会
で
は
、
①
郵
便
局
の

空
き
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
、
②
地
域
公
共
交

通
の
活
性
化
な
ど
地
域
の
課
題
解
決
に
向

け
た
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
郵
便
局
の
空
き
ス
ペ
ー
ス

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
１
月
24

日
に
鬼
木
郵
便
局
、
同
月
26
日
に
は
帯
織

郵
便
局
の
そ
れ
ぞ
れ
の
協
力
を
得
て
行
政

相
談
所
を
開
設
し
、
多
岐
に
わ
た
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
し
た
。
訪
れ
た
相
談
者
か

ら
は
「
こ
ん
な
相
談
所
は
め
っ
た
に
な
い

の
で
あ
り
が
た
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、

地
域
の
拠
点
と
し
て
の
郵
便
局
の
強
み
が

発
揮
さ
れ
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
番
目
の
懇
談
会
は
、
令
和
６
年
１
月

24
日
、
九
州
管
区
行
政
評
価
局
と
熊
本
行

政
評
価
事
務
所
が
熊
本
県
八
代
市
で
開
催

し
、
八
代
郵
便
局
長
な
ど
４
局
長
、
地
域

の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
（
子
育
て
支
援
関
係

者
）、
八
代
市
職
員
、
八
代
市
周
辺
を
担

当
す
る
行
政
相
談
委
員
、
総
務
省
職
員
が

参
集
し
ま
し
た
。
懇
談
会
に
は
、
熊
本
県

が
地
元
の
馬
場
総
務
副
大
臣
と
中
村
八
代

の
解
決
に
つ
い
て
、
町
内
会
長
や
民
生
委

員
な
ど
に
加
え
、
行
政
相
談
委
員
や
郵
便

局
も
連
携
す
る
な
ど
の
相
談
体
制
づ
く
り

が
効
果
的
な
ど
の
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

九
州
管
区
行
政
評
価
局
・
熊
本
行
政
評
価

事
務
所
で
は
、
今
後
、
八
代
市
、
郵
便
局
、

行
政
相
談
委
員
の
連
携
の
深
化
を
図
り
、

お
困
り
ご
と
の
解
決
に
向
け
た
対
応
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

総
務
省
の
行
政
相
談
は
、
行
政
相
談
委

員
と
と
も
に
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い

か
分
か
ら
な
い
も
の
を
含
め
、
国
民
の
行

政
に
関
す
る
困
り
ご
と
を
幅
広
く
受
け
付

け
、
関
係
行
政
機
関
に
あ
っ
せ
ん
・
通
知

を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
個
々
の
相
談
事

案
の
解
決
や
行
政
の
制
度
・
運
営
の
改
善

を
図
る
取
組
で
す
。
今
後
、
複
雑
化
・
多

様
化
す
る
地
域
の
行
政
課
題
の
解
決
に
お

い
て
は
、
行
政
相
談
委
員
や
郵
便
局
、
地

方
公
共
団
体
等
と
連
携
し
た
取
組
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
こ
の
郵
便
局
等
と
の
懇
談

会
の
開
催
が
、
関
係
機
関
間
の
更
な
る
連

携
を
強
化
し
、
地
域
の
行
政
課
題
の
解
決
、

ひ
い
て
は
地
域
の
活
性
化
の
一
助
と
な
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
潟
県
三
条
市
に
お
け
る
懇
談
会

熊
本
県
八
代
市
に
お
け
る
懇
談
会

2

3

新潟県三条市における懇談会の模様

熊本県八代市における懇談会の模様

行
政
相
談
と
郵
便
局
や
地
方
公
共

団
体
等
と
の
更
な
る
連
携
強
化

市
長
も
出
席
し
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

八
代
市
の
懇
談
会
で
は
、
市
が
推
進
す

る
「
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち 

や

つ
し
ろ
」
に
向
け
た
課
題
と
高
齢
者
を
巡

る
地
域
の
見
守
り
な
ど
、
大
き
く
２
つ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、①
天
候
に
左
右
さ
れ
ず

遊
べ
る
場
所
や
子
ど
も
食
堂
の
必
要
性
な

ど
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
関
す
る
課

題
、
②
高
齢
者
の
見
守
り
や
お
困
り
ご
と
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サービス産業動態統計調査に関するＱ＆Ａ

ホームページにて
毎月公表予定です。

結果の公表方法は？

インターネット又は
郵送により回答して
いただきます。

回答方法は？

この調査は国が実施する調査のうち、統計法により特に重要なものと
される「基幹統計調査」として実施するものであり、回答義務があります。

回答義務はあるの？

大分類Ｇ－情報通信業
大分類Ｈ－運輸業，郵便業
大分類Ｋ－不動産業，物品賃貸業
大分類Ｌ－学術研究，専門・技術サービス業
　　　　 （「中分類 71-学術・開発研究機関」及び「細分類 7282-純粋持株会社」を除く。）
大分類Ｍ－宿泊業，飲食サービス業
大分類Ｎ－生活関連サービス業，娯楽業（「小分類 792- 家事サービス業」を除く。）
大分類Ｏ－教育，学習支援業（「中分類 81-学校教育」を除く。）
大分類Ｐ－医療，福祉（「小分類 841-保健所」、「小分類 851- 社会保険事業団体」
　　　　  及び「小分類 852-福祉事務所」を除く。）
大分類Ｒ－サービス業（他に分類されないもの）
　　　　  （「中分類 93-政治・経済・文化団体」、「中分類 94- 宗教」
　　　　  及び「中分類 96- 外国公務」を除く。）

日本標準産業分類に掲げるサービス産業に属する約 13,000 企業等及び約 25,000 事
業所を対象として実施します。

調査対象は？

サービス産業を対象とした調査で、毎月実施する調査と
して初めて「基幹統計調査」で行われることとなります。

サービス産業動態統計調査とは？

ア
イ
ウ
エ

オ
カ
キ
ク

ケ
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令和7年1月から
サービス産業動態統計調査
が新たに始まります
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サービス産業動向調査（※現在実施中の一般統計調査）の結果から分かること

　「サービス産業動態統計調査」は、我が国におけるサービス産業の事業活動の動態を明らかにする統計を作成
することを目的として、令和７年１月から新たな基幹統計調査として総務省統計局が毎月実施するものです。

2019 年以降のサービス産業の売上高の推移をみると、新型コロナウィルス感染症の影響により、2020
年５月に調査開始以来最大となる前年同月比 23.2％の減少を記録しました。その後、数次に渡る感染拡
大もあり、売上高はコロナ禍前と比較すると低水準で推移しました。しかし、2021 年 11 月以降は前年
同月比で増加が続いており、水際対策の緩和や新型コロナウイルス感染症の位置付けが５類感染症に移
行したことなどを背景に、経済活動が徐々にコロナ禍前の状況に回復しつつあることが分かります。

サービス産業動態統計調査について

サービス産業の売上高の推移

総務省ではインターネット回答を推奨しています

● インターネットでの回答受付期間中は、24 時間いつでもご都合　　
　 の良い時間に回答いただけます。

● インターネット上のデータの送受信は、盗み見等を防ぎ、安全な
　 通信を行うために、暗号化通信を行っています。

● 調査票の入力のしかたの表示、合計値の計算などの補助入力機能
　 があります。

※サービス産業動向調査…… サービス産業の生産・雇用等の動向を把握することを目的とした一般統計調査として総務省統計局において
実施中ですが、令和６年 12月調査をもって中止となります。
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公害苦情の受付件数は
前年度に続き減少
～令和4年度公害苦情調査結果概要～
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お
近
く
の
市
町
村
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
害
苦
情
相
談
窓

口
で
は
、
騒
音
や
悪
臭
な
ど
の
公
害
で
お
困
り
の
方
の
ご
相
談
を

受
け
付
け
、
簡
単
な
手
続
き
に
よ
る
解
決
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

公
害
等
調
整
委
員
会
事
務
局
で
は
、
こ
う
し
て
市
町
村
な
ど
が

受
付
・
処
理
し
た
公
害
苦
情
に
つ
い
て
、
毎
年
度
、
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
「
令
和
４
年
度
公
害
苦
情
調
査
結
果
」
の
概
要
は
、
左
の
と
お

り
で
す
。

公害苦情の受付状況

環境基本法第２条第３項に定められた、⑴大気汚染、⑵水質汚濁、⑶土壌汚染、⑷騒音、⑸振動、
⑹地盤沈下、⑺悪臭を指します。

令和４年度の公害苦情受付件数は71,590 件で、前年度に比べ 2,149 件の減少（対前年度比▲ 2.9%）となっています。

典型７公害とは…

図１　全国の公害苦情受付件数の推移

図２　典型 7 公害の種類別 公害苦情受付件数の推移

典型７公害の公害苦情受付件数は 50,723 件で、公害の種類別にみると「騒音」が 19,391 件（38.2％）、「大気汚染」が
13,694 件（27.0％）、「悪臭」が 10,118 件（19.9％）となっており、この上位３つの公害で全体の８割以上を占めています。

図３　主な発生原因別 公害苦情受付件数

図４ 発生源別 公害苦情受付件数

公害で困ったときは、
まずはお近くの

市町村などの公害苦情相談窓口に
相談してみましょう。

公害苦情受付件数を主な発生原因別にみると、最も多いのは「工事・建設作業」で 12,492 件（17.4％）、次いで「焼却（野焼き）」
が 11,875 件（16.6％）となっています。

公害苦情受付件数を発生源別にみると、「会社・事業所」が 31,847 件（44.5％）、「個人」が 23,103 件（32.3％）となっています。

公害苦情調査
https://www.soumu.go.jp/kouchoi/knowledge/report/main.html

公害苦情相談
https://www.soumu.go.jp/kouchoi/
knowledge/how/Pollution-complaint.html

詳細は
こちらから
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総務省広報ポリシーを
策定しました

　

総
務
省
で
は
、広
報
を
「
速
く
、正
確
に
、

分
か
り
や
す
く
」「
効
果
的
に
」「
創
意
工

夫
し
て
」
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
、「
総

務
省
広
報
ポ
リ
シ
ー
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
令
和
４
年
の
秋
に
総
務
省
の

若
手
職
員
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
「
広
報
改

革
若
手
チ
ー
ム
」
か
ら
、「
政
策
広
報
を

行
う
上
で
ポ
リ
シ
ー
を
策
定
し
、
総
務
省

全
体
と
し
て
広
報
意
識
の
方
向
性
を
そ
ろ

え
る
べ
き
」
と
の
提
言
を
受
け
た
取
組
で

す
。
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
広
報
に
関
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
あ
る
「
総
務

省
し
っ
て
も
ら
い
隊
」
を
中
心
に
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の「
総
務
省
広
報
ポ
リ
シ
ー
」は
、「
く

ら
し
の
中
に
総
務
省
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
と
す
る
総
務
省
全
体
と
し
て
、
広
報

を
行
う
こ
と
で
総
務
省
の
政
策
や
取
組
を

よ
り
一
層
浸
透
さ
せ
、
そ
の
効
果
を
高
め
、

国
民
の
く
ら
し
の
豊
か
さ
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
に
、
総
務
省
職
員
が
意
識
す
べ

き
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

総
務
省
広
報
ポ
リ
シ
ー
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総 務 省 広 報 ポ リ シ ー  
総務省職員は、広報が政策の効果を上げるために不可欠な要素であることを認識し、常に
国民の視点に立って、❶ 公共性 ❷ 戦略性 ❸ 先進性を意識した積極的な広報活動を行う。

❶ 伝えるべき情報を
　 速く、正確に、分かりやすく。

❷ 伝えるべき相手を考えて
　 最適な広報ツール・タイミングで
　 効果的に。

❸ 時代の変化に適合した
　 新しい手法を検討するなど
　 創意工夫して。

1

2 3

公共性

戦略性 先進性

そのほかの総務省の SNS アカウントは、総務省 HP に掲載しております。
https://www.soumu.go.jp/sns/index.html

詳細は
こちらから Instagram Facebook YouTubeX(旧Twitter)

広報チェックシートの
ご紹介
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広
報
戦
略
の
組
み
立
て
時
な
ど
に
、
職

員
が
注
意
す
べ
き
点
を
分
か
り
や
す
く
点

検
・
検
討
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
総
務

省
で
は
、２
種
類
の「
広
報
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
」を
作
成
し
、取
組
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

発
信
時
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、S
N
S

の
発
信
前
や
、
H
P
に
記
事
を
掲
載
す
る

前
に
確
認
す
べ
き
こ
と
を
、
Ｙ
Ｅ
Ｓ
／
Ｎ

Ｏ
形
式
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

　

企
画
・
立
案
時
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
、

広
報
に
関
す
る
予
算
要
求
前
や
仕
様
書
作

成
前
な
ど
に
、
広
報
戦
略
を
企
画
・
立
案

す
る
た
め
に
使
用
し
ま
す
。

　

広
報
の
目
的
・
ね
ら
い
や
政
策
・
施
策

の
現
状
か
ら
将
来
期
待
す
る
変
化
、
政
策

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
ど
を
整
理
し
、
明
確
に

す
る
こ
と
で
、
よ
り
伝
わ
り
や
す
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
広
報
ツ
ー
ル
な
ど
を
活
用
す
る

よ
う
整
理
し
ま
す
。

❶ 

発
信
時
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

❷ 

企
画
・
立
案
時
の

　

 

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

行政側の伝えたいことを主張するだけではなく、受け手
である国民にどのように伝わるか考慮されているか？ 

差別的な表現など不適切な表現はないか？

誤字脱字はないか？

広報の目的・ねらい 

KPI（数値化指標）／測定方法 

政策・施策の現状

政策・施策について将来、期待する変化

ターゲット 
（※年代、居住地、職業、価値観やライフスタイルなど）

政策に関連したターゲットのインサイトやニーズ

訴求メッセージ 

活用する広報ツール 
（※テレビ、新聞、交通広告、Webメディア、ポスターなど）

広報スケジュール

広報チェックシート
―  発 信 時 の チ ェ ッ ク リ ス ト  ―

主 な チ ェ ッ ク 項 目

1

広報チェックシート
―  企 画・立 案 時 の チ ェ ッ ク シ ー ト  ―

2
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マイナンバーカードの活用事例を紹介！

石川県珠洲市

マイナンバーカードを活用した
デジタル地域通貨サービス

　

石
川
県
珠
洲
市
で
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

経
済
や
社
会
貢
献
活
動
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

サ
ー
ビ
ス
「
ト
チ
ツ
ー
カ
」
を
導
入
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
専
用
ア
プ
リ
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
署
名
用
電
子
証
明
書
を
使
用
し
て
認

証
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
市
が
発
行
す
る

デ
ジ
タ
ル
地
域
ポ
イ
ン
ト「
珠
洲
ト
チ
ポ
」

が
利
用
で
き
ま
す
。

　
「
珠
洲
ト
チ
ポ
」
は
、
清
掃
活
動
や
森

林
保
全
活
動
、
健
康
増
進
事
業
へ
の
参
加

な
ど
に
よ
り
貯
め
る
こ
と
が
で
き
、
貯

ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
市
内
の
加
盟
店
に

お
い
て
、
飲
食
や
お
買
い
物
等
の
支
払
い

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
者
か
ら
は
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
だ

け
で
支
払
い
が
で
き
て
便
利
。
市
の
ポ
イ

ン
ト
が
ア
プ
リ
で
一
元
化
さ
れ
て
わ
か

り
や
す
い
。」
と
の
声
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
対
象
と
な
る
事
業

を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
幅
広
い
世
代
で
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
、
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
を

介
し
た
地
域
の
支
え
合
い
や
助
け
合
い
の

円
滑
化
、
活
性
化
に
向
け
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
市
民
の
利
便
性

向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

編 集 後 記
e d i t o r i a l  n o t e

　

３
月
号
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
「
地
方
の
か
が
や
き
」
で
紹
介
し

た
の
は
東
京
都
江
戸
川
区
で
す
。
本
コ
ー

ナ
ー
で
東
京
都
内
の
自
治
体
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
の
は
７
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　

江
戸
川
区
と
い
え
ば
、
昔
先
輩
に
江
戸

川
区
花
火
大
会
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
、

間
近
で
見
る
花
火
が
と
て
も
大
き
く
て
き

れ
い
だ
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
最
近

で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
の
一
環
と
し
て

花
火
大
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
メ
タ
バ
ー
ス
区
役
所
の
実
証
実
験
が

有
名
で
す
が
、
他
に
も
非
常
に
先
進
的
な

取
組
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
が
吸
収
量
を
下
回
る
カ
ー
ボ
ン
マ

イ
ナ
ス
に
向
け
て
、
家
庭
で
で
き
る
こ
と
、

企
業
で
で
き
る
こ
と
な
ど
が
分
か
り
や
す

く
資
料
に
な
っ
て
お
り
、
私
も
江
戸
川
区

民
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
宅
冷
蔵
庫
の

設
定
温
度
を
弱
に
し
て
み
ま
し
た
。

　

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
室　

C
・
H
）

 広報誌 ｢総務省｣ についてのご意見・ご要望は、電子メールでお寄せください　MAIL ▶ kohoshi@soumu.go.jp

「トチツーカ」の
トップ画面。

※画面は開発中の
ものです。

※本記事は令和６年能登半島地震の発災前の令和５年 12 月に
取材した内容に基づくものです。令和６年能登半島地震で被災
された皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。

トチツーカの
決済用スタン
ドイメージ。
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